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地域主体の生活交通導入の目的
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 令和５年度第2回岸和田市地域公共交通協議会
地域主体による生活交通の導入マニュアル策定について
マニュアル策定の目的と方針 より
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マニュアル策定とモデル地区での取組みの整理
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 令和５年度第2回岸和田市地域公共交通協議会
地域主体による生活交通の導入マニュアル策定について
今後の流れと地域取組との整理 より

実証運行に係る費用は行政負担
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平成24年3月策定 公共交通のあり方検討より

 令和６年度第１回協議会資料より
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 令和６年度第１回協議会資料より
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春木・大芝地区

黄金塚地区

 人口が集中している地域でありながら、狭路が多く通常
のバス車両では運行が困難。

 特に紀州街道より海側に位置している地域では、鉄道駅･
路線バス停留所からも遠い。

 同地区の高齢化率は岸和田市平均を上回る。

 「春木･大芝地区地域交通実証運行協議会」を立ち上げ、
生活交通確保に向けて実施。

 昭和４０年代に開発された地域で、団地内は高低差があ
る。

 付近には店舗、病院等が少なく路線バス停留所からも遠
く交通空白地となっている。

 同地区の高齢化率は岸和田市平均を上回る。

 黄金塚町会（１期･２期）、老人会が中心となり、実行委
員会設立に向けて準備中。

地域事情と特性
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春木・大芝地区運行想定エリア（案）

岸和田徳洲会病院

運行エリア

運行想定エリアの人口
（令和６年４月1日時点）

・春木地区 8,053人
・大芝地区 10,724人
合計 18,777人
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春木・大芝地区 運行概要（案）

運行期間・時間帯等

運行期間 令和６年１２月 ～ 令和７年３月

運行日 平日（月曜日～金曜日） ※年末年始（12/29～1/3）、祝日は運休

運行時間帯 9:00～17:00（※エリア内のフルデマンド運行）

乗降候補場所 約１００か所

実証運行案

内容

使用車両 ワンボックスタイプ

車両台数 １台

デザイン 車体にマグネット貼付

利用車両

利用対象者
 申込用紙もしくはWEBにより登録をおこなった会員

乗車料金/決済方法
 大人１乗車 ３００円（徳洲会病院への乗車は５００円）
 現金のみ
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デマンド型交通の運行システム

会員登録された利用者から予約を受け、最適な乗り合わせと経路を計算し、目的地まで乗り
合い送迎で運行。
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デマンド型交通の利用方法

利用は事前に会員登録を行い、電話またはインターネットで予約が必要。
インターネットの利用が不慣れな方にもご利用頂けるよう、電話での予約も対応。
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春木・大芝地区 外部連携施策（案）

鉄道との乗継割引施策

 エリアスポンサー（地元企業）からの協賛・広告料（車体へ広告マグネット、車内サイネー
ジ等）により、運賃費用の一部を支えてもらうことで採算性の改善、運行を維持する仕組み
を構築。

※今回の実証では協賛金、広告料は求めないが、将来の収入確保手段として検討を進める。

 本実証の目的のひとつである住民の外出促進につなげるため、南海電気鉄道株式会社との
連携により利用促進をはかる。

連携概要案
 デマンドバスと南海電車を同日に利用した場合、minapitaポイントを付与。

 実証実験でニーズや利用状況等を確認し、よりよい方法を検討。他への展開も検討する。

地元企業による協賛
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黄金塚～久米田 地元提案ルート（案）

左回り案

右回り案

黄金塚地区の人口

・１期人口 332人
・２期人口 244人
合計 576人
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黄金塚地区 運行概要（案）

運行期間・時間帯等

運行期間 令和６年１２月 ～ 令和７年３月

運行日 平日の月･水･金･土（土曜日の運行については要検討）
※ 日･祝･年末年始（12/29～1/3）は運休

運行時間帯 9:00～16:30（※定時定路線運行）

運行本数 ６便～７便程度

停留所数 12

実証運行案

内容

使用車両 ワンボックスタイプ

車両台数 １台

デザイン 車体にマグネット貼付

利用車両

利用対象者
 乗合運行のため、対象者の利用制限なし

乗車料金/決済方法
 大人１乗車 ３００円
 現金のみ（町会等を通じて購入した回数券等も検討）
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本格運行等に係る基準について
（令和５年度第２回岸和田市地域公共交通協議会資料 地域主体による生活交通の導入マニュアル策定より）

本格運行等に係る判断について

評価指標(案)（乗合タクシーの場合）
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スケジュール（案）

令和６年（2024年）度 令和７年度

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

ルート／停留所
候補地の選定

実証運行開始
関係機関（警察等）

協議

運行事業
者選定

試運転等

アンケート等の実施/利用促進

効果検証

運輸局申請
交通事業
者協議

●第2回 地域公共交通協議会 ●第3回 地域公共交通協議会

●(時期未定)第4回 地域公共交通協議会
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